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|紹介 ii

「現代中盟におttる期罰正免震出発聾と霊革」

「中関の刑事故聾システムにおぜる畏聞社金的投書1]的変化
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訳者まえがき

j;J， i に掲載すぷのは、痘注、!ドr 岨」兆じjが7、師主述iU大、子邦刑d事V

れそ i~:お:ιに:じ)(合(口訂)刀7 f守宗1下宅 tリ)月 8:口]の坦f代\:'川河C 研1光ヒ三会(b~舵:愛祉昨j 大苧〉 お，よJJび止病月:1 :]のf仕4 

嗣転扶τ口t云封{白河;1:1:会 .1巾慌ド陀ヲ半J法妄知(何削J川I究 枯等?渋主r政丸引叫f究}寸t-:jタ 共↑慌旦U円)削刈「究2公T(伐古於守汁j北じt洋証

む~ Jった諸国:問題f の元となった前主を訳出したもの仁ある υ

まず、 E主投授の昨笠を拘，しとおこう。置我慢はえ)y，:n，S}絞WJモなv'，1979イ
仁社会特学系の名門である中国人民大学:1)、1f系に入学L、 9i{l年に;可J、学を学

業し、その直後の19引，こはこと賞、凶家紋ff委員s;~\ で勺 J:'--スにJ，'};字した0

1988年には子ンベ 1ノ工大学仁 川辺、およびifljj作業|学 U1ri)ic;J(~ll 日 1 ct sc iv;-:，:es 

¥;r1l1illlι11川 J持十号ふ取IヰL、帰同待問il大半こに辛取Lfーその依 刑事伐恭

の領域ご学界の高い;ドuを受iJ、 問9年、 lJ校内中国人民六学法学史教授iこりu

i千したい 2005+かんばU.l聡σ〕点点岬純丈了 1，事法j平手ァ拭ト冗;11"常務百IJ院長 .1J 

J.LT、学J

*以 f;.手、l'成I~l立芝科~~~-ii;r1L![補助全 長能川手E(B} 下回に五けゐ叉l司1:

クタ一信めくれるiムと政治 (砕7h代表 j主丹、賢 ぷ報番号 ょ9330003)の研究

成果の -r';I~ であお l
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現代'-[1:TIにおけと巾IJ0J政院の経民J変革

校合博-~-...:γ(i尋校長である戸また、凶;:!f::Hj法泣い品二'"師事務同士ミ . t~q-f 妥員、 w陪5

~~r)~学会T甲子 中沼i1こ子会ノ刊誌学研究会，'Il務軒下、 1]"ljTr-Ji法専門委f1会 u干、
中l卦犯罪学公羽ご，1之;ν ったf'l事政策l 己司迎する学会(7)叫戦士+H，てv ること

小らも、中匿の汁IJ-'.!I技能学浮いおけ ζそのプレ cンスをつかがうこ fが「き k

う。 20川イi には中~止ま宇去の!大保üi 台イ|法デ釘 l二道ばれた。代表作三、 O_;í_1j

l'政策I}!f仏J、 1，'十 ::1人民公安大学:出版H、2山14去三)i{J与るυ

:えに、胃恨告.r:~i) 丈の 1)サ谷1J EぴiFE、lつL、て簡単に説明Lておく

第 1論止の 現代'P~における刑罰lt~~の発毘と 33Jとす J I工、 194-9年の中-iへ

え共和戸11以ト I:';:q とする〉戒すJ1:;t今日に古るまずのj刊事政策、とりわ

け刑罰!泣慌の l世史やふ1949~ ， iU年↑u、主二刊行?イミJ部9べ主 μ、かなかった時代、必
3・9(1{，代の 板I丁J rj2非への血友 Lい打撃): 1 0) i時代、小山世紀の両主主化政

策の時代ムいう 3段階に区分し、その反司を烏fh1'i-rる。こう Lt:現代中区の刈

事政策史を主体内に|眺める研究:土日本村jのものとい三よス。

品{(花氏仁おい ζl立、中いI~ 1'11 界ーのJf.TfE A l~l_;J J と.~)イメ ンが強しミで

あろ"が統計を~-l!. 0 限的、 ii 午、 Â~止な有化の慣向 7J1見りれもハ問えば、市

!諭えでも竿げりれて v る"午以上の白朋終役.JiJtJ月f?H主・死刑})言法人民り
官、 ;__1)古人民における凶ト乃低下、執hj骨子 ，_J 波トノ〉トケi はその説者，~:j';'lしじあ

るr 少なくとも中川民不CI吟}見れ;Z、1if~、よりも豆;日間が常くなってきている

レいえぷう(外ニポlのデ~タは何言:機管とされ さと'1<')"ζいなし汁め それに
どのよう争変化がIj二じているのかはうfから争いんそれぜはなrこうした変化
が生じているのだろ 7かヘこの間νミ;よ e 中;可1;1、i研究はもこより、 i存うのヨイ斗?

おける厳罰/じの主主きや忽起するこ、 l イ>;J)五事法同党にこ'.ども亘i~_な意l来を

J干っている〉思われみ

ふこで今回、以-&-!主JHtll'W法令究;との今イ!烹ν)iP:出責Fi5をfJされたこ ι

を岐に、 判ヨに以トのf;，~:，門の問題玄p~x を fムえたトご、そわをメインフーーγ とし

て極校時"護団 E 説筆ヰ依1点しト こうしよ間短長、誌に E才LI工、治 1rf.主主の話

人の同義;之、/;'f→において、「較す;.J 辺倒的肝:代が終わりを 23げ、 IT)、な犯

;)r:ニヮいては引き秘主厳しく込~'I るが、平子治会 J，-~~ザにつし、ては克大に処理す

t設すjJ u)話料ιっし、て(土、 ;-Wf，品「現代中区におけξ 「μl法j 心構長

時打 なぜ!lil事裁判が遊具となるのかつ一一→:)'，-日;.1~大古J子論集57 を 4 号~

G号 (立山川三(j(J"，年i 守会問。

二日社52己主日)24ι。 ~1()2 j 
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るというんまl がわち!:\されるに主った h~5f( . !t:凶、とりわけ、具体的な統計テ

タをノドた~"\.、中;主j む't:告 I川が似くな J ときている二乙 il-:il~i;j三し、その汗坑 e

;?:，I封弁論ピごし、る J斤にあ令。

~;'くし、第ヌミ先丈の「中匡の刊 .jì 政治七ステム l おける民間社会の役割の女イヒ

デJノ吋〆ス理論をコ草さ;こ jは、T成19イ1'麦宇|芋叫すl:i':補助ゴご‘ 2生性11);究lB)

I 中 1'1 におけるお問~"ケタ をめぐるJ、と政治 {研究代表 t~川、質 諌題iB.

寺 19:1山川、りの 鳥シ Lて、臨教按(一協JJネ怖い丈ものである。

第 2 論>:.:;立、ガバゾ〉ス JW'布 JこJi..~!;~~ L 、 5r~罫 +j' r 行ンスを、ヘ権保障が必'i'~

とをるために政が司家が主1{lI ~j べえ独;1.{問成、 j~ Jびそれ:入外の ttu干i会{市

民キL;::.:;とはいちIJ~，~ tる}と政治;五l考とが 日協力する !U刊ガパヴ J ス領域に分け

た l で、特 (:~H，(者 l 怠ける [ft治同言こと民間什 ;_~J) 関係のあるべき姿を与を7 ずる。

そこでは、玲?の印国にお 1" て、「で;支際に民間七クタ が犯罪アJハ rンス

;ニ主一加に工"るといス土足安 2を持続こ L''C、づち〆ベプンス坦 ~í;'Jの荒!見を参考(こ

しつつ、民|品lセクタ一芸人の:iJ{伴う快宗さ 11ている〉

)は尺ιlよる:沢i'J:を表す
土 '1' 寸 ~Iî (f)単千17トム寸 c

例え :J1事2論丈と挙げられ仁いるのは私立政位、右、E1Fデノ ガ ド;i"3よ

(f治安l二負制Jであるコこ)(よか両論立;「;三t コ:'L二子， p;; 1i¥rl f. J [社|べ );!~î ，-I ト]

が挙げら方してい仏コミ， ，テ 1["J焔正ζi土、最高へ民主mいl卜最有人民牧官
恥・合同祭 矢女j符・ μL去持、 l コミ(--=~--T ィ的成止の';jA.~車内百三E施ワJERtfJ こ|唱す

る刊到1..1 ::':003-<t '/ H lO IJ ')こぶれは、 拘tt悟lγ;こ対する行JTlI方ヌで品 1)
ミュ二アイ内背骨11丹製!斗に夜当する犯人を!、ユ二ア f内で 守 p'jOコ ~Ei*::被閉

が|主 l主する十十会同体おJ:rFl( ~~綿織な! ()'に什会の刀、ラ〉予イアの協JJ:n:' 
で、判決、主えたま I十:ユ決Tーで定約三期限斗、そのm0f心持およびi;為の恋習を
鴻11するとともに、ぞの名古、スム スに牡公;復帰できる JうにつtH:Jt:禁。〕

;111;可執行;目的をJEi寸 企;:i、いわゆJる「社lλ のIJ、均住民ベJ支:rmは必ずしも
1持ら刀ではないが、その言哉は白川r:lflll:!l:l ¥，' (J) 日~d]: と J ご ffj¥"られといふた

め、以下εはさしあわ i-) rコミ J ニテイ」 ζ 訳 j一
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